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ゾロアスター教の聖なる火は，それらが聖火殿（Dar-i-Mihr；瓦gUirりに

於て維持されているとと，更にそれらが一定の資格を有する祭司のみによって

世話されているととで世俗から分離させられている。本稿は聖なる火を維持し

ている祭司に義務づけられている資格を考察する ζ とを通して，ゾロアスター

教徒の聖なる火に関する思考様式の一面を理解し，そうするととによってゾロ

アスター教の事物把握様式の理解に接近して行乙うとする。そ乙で先ず聖火殿

の構造の概略を示し，聖火殿内でのゾロアスター教徒の宗教的行為に言及し，

そこに於て聖なる火が世俗から分離している様態を観察した後に祭司の資格に

関する記述を行なう。ゾロアスター教徒の祈りの対象である火に関して，火の

内在的性格一一例えばエネルギー，光等ーーからのみ考察を進めていくのでは

なく，祈りの対象である火がゾロアスター教徒の内面においてどのように意識

され位置づけられているかという方向から考察を試みようとする。その際，イ

ンドの西北部沿岸lζ位置しているナオサリ（Navsari人口約8,000人。ゾロアス

ター教徒であるパージーが約 2,000人を占める）におけるフィールドワークを

通して得た資料を中心に記述していく。尚，聖火殿の構造については Dasturji

Firoze M. Kotwal，宗教儀礼については DasturjiMeherji Rana に資料を

提供していただいた。

聖なる火が保たれている聖火殿は，その中にゾロアスターの肖像，太陽，月

星，牛，フラワシ（Frava§i$，ザクロ，ナツメヤジ等のゾロアスター教にとっ



眠

て重要なジンポル群を含みつh 他方では祭司によって伝統的宗教儀礼が行な

われ，共同の祝祭が催される聖なる空間である。その規模lと異なりは見られる

ものの，構造は殆んど同じである。乙乙でナオサリの聖火殿（瓦tasBahram 

と称されている）を一例として取り上げていく。敷地の広さは約43m四方，一

階建。聖火殿の門をくぐると庭（約Sm四方）があり， ζ乙lζザクロ，ナツメ

ヤジと花々が植えてある。ザクロとナツメヤジはヤスナ（Yas~よ）の儀礼に使
用される。アッシリア風の数本の柱に支えられた上方の壁には，太陽とフラワ

ジと火を表わすジンポルが刻まれている。とりわけフラワジはナオサリの聖火

殿全てに描かれている。入口には聖火殿の成立についての歴史がグジャラーテ

ィ（Guja担 t）で記してある。聖火殿の中iζ入ると大理石造りの壁，上方にジヤ

ンデリアが吊されている。そ乙l乙ゾロアスターの肖像（高さ 2.7m）と著名な

祭司，平信徒の肖像が掲げてある。ゾロアスターの肖像は新年，ゾロアスター

の誕生日（Khordad匂l、1月6日），その他の祝祭日にはゾロアスター教徒

によって花で飾られる。その肖像に一札をし，それに触れる。その奥に聖火壇

(Gum bad, 5 m x 5 m，天井の高さ8ι）を囲む祈りの部屋（一方は 5m×

sm，他方は5m×4m）が展開する。聖火壇への出入口は一つで，火の世話

をする祭司のみが出入りを許される。その一つの出入口を除く他の三つの壁に

窓が設けられ，真ちゅうの格子が付されている。乙の窓越しにパージーは火を

見つつ祈る。敷居，窓台には銀製の花輪模様が描かれ，それぞれ6枚の葉を持

ち，ゾロアスター，権標，太陽，月，星，牛が刻んである。聖火壇の出入口に

し 3枚の銀板が据え付けられ，ゾロアスターの姿や聖火炉やアヴェスタの祈

りが刻んである。聖火壇の真中iζ4脚の聖火台（瓦tasXyan) Iと支えられた聖

火炉（瓦fringanyu）があり，そ乙で聖なる火は絶えず燃え続けている。祈り

の部屋ではゾロアスター教徒は必ず頭部を帽子やスカーフで被い，履物は脱

ぐ。両手を胸の前で合わせ，頭を垂れ，聖火壇の出入口の前に立ち火花面す。

聖火壇の出入口の敷居近くには丸い盆と杓が置いてある。脆き，ビャクダンあ

るいは金銭を盆の上に置き（camacnトasodad），杓lζ盛つである聖なる火の灰

に触れ，額iζ付着させる。額を敷居に接触させ，鼻を床に触れさせつ h左右に
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動かす。立ち上がり，火花面しつ』 2, 3歩後退する。そしてとの後，格子窓

越しに火を見つつ火lζ面しながら祈る。 ． 
聖火殿には非ゾロアスター教徒，死体運識人（Nasasa鼠r），月経中の婦女子

は入るζ とができない。乙れらを除くゾロアスター教徒も身体を浄め（padyab

kusti），頭部を帽子，スカーフで被って入る。聖なる火に対しては接触の禁止

が加えられている。聖なる火は三方を壁によって区切られた聖火壇内に保た

れ，言葉によって自由に交通し合える対象ではない。息や唾がかかっても許さ

れない。聖なる火の世話をする祭司といえども直接接触するととはできず，口

許を白い布で被い，両手lζは白い布か手袋を着用し，杓（camac）等の儀礼用

の道具を用いて間接的に接触していく。服装も白色を条件とした一定の様式に

従うべきである。聖なる火には世俗的時間と異たった時刻（Gah）に香木が加

えられる（buiの儀礼：？空間的だけでなく時間的にも世俗から分離している。

一方，聖なる火へは積極的に供物（ビャクダン，金銭等〉がなされ，聖なる火

への祈りが唱えられる。ナオサリでは家畜（gosp斗~）の肉が聖なる火に捧げ
られていた（Zur,Zoi；＞事実がある。ゾロアスター教徒の聖なる火への祈り

0 

K於ては，聖なる火は「アフラ・マズダの子」（a.Sroahurahemazda pu8ra) 

として人格化され（瓦N.4, 5, 6, 7, 8, 10, 12, 18），供犠と祈りに値

し，供物を以って接せられるべき存在とされている（瓦N.7 , 8 , 14, 15）。

供物を以て近づく人iζ対しては火は生命，知恵，子孫，活動力，勇気等を恵む

(AN.10, 11）。聖なる火は永遠的存在であり，人をして善き報い，善き名声

と魂の永き平静に与らしめる（瓦N.13）。とのように積極的な意味に於ても供

物，祈りの行為を通して，聖なる火は世俗から分離させられている。

聖なる火は昼夜絶えず燃え続けている。聖火壇lζ保たれる火は決して絶やさ

れてはならない。他の聖なる火と混ぜ合わされたり，また火が二つ以上に分か

たれたりする乙とは許されない。一日に 5回，ガー（Gah）の始め毎に香木が

燃料として加えられ，ガー以外には祈りに来たゾロアスター教徒が捧げた香木

が必要に応じて与えられる。聖なる火，聖火殿は個人，一族，地域を限定した

ゾロアスター教徒共同体を単位として建てられ維持さdぞいる。聖なる火，聖
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火殿を維持する主体は特定の祭司lζ聖なる火の維持と聖火殿内で行なわれるべ

き一定の経済的報酬を与えている。祭司はパンターク（panthaめによって平

信徒と結びつき，経済的報酬のもとで誕生，入信式（Navjot），婚姻，葬送iζ

関する儀礼，死者の霊魂のための儀礼，祝祭（Jasanや Gahambお附け

る犠礼を行なう。ゾロアスター教徒の生活はパンタークを通して祭司及び聖火

殿との深いつながりを保ちながら展開している。このように祭司は聖なる火を

実際に維持して行く上でも，また聖火殿内に於てあるいはゾロアスター教徒の

家に於て多くの伝統的宗教儀礼を行なって行く上でも最も重要な役割を担って

いる。従ってゾロアスター教に関する古い姿をより多く引き継ぎ，それらに修

正を加えて来た一つの階層である。一定の儀礼を経て男子のみが祭司になって

行くのであるが，祭司の中でも聖なる火の世話をする祭司は特定の資格を得た

者でなければならない。ととで，その特定の資格について論じることにより，

ゾロアスター教徒の聖なる火及び祭司に関する思考様式の一面を検討し，その

結果としてゾロアスター教徒の信仰の様態の理解に接近して行乙うとする。

聖なる火の世話をする祭司は二人一組でとれを行なうが，必ずパラシュヌー

ム（Barasnom）の儀礼を経ていなければならない。これは古い儀礼でアヴェ

スタ（Avesta）の中のヴイデーヴダード（Vid邑vdad）に於て中心的な位置を

占めているものの一つである。今日ナオサリでも慣行されているがその様式に

若干の相違が見られる：両者の異なりについての論述は別の観点から必要とさ

れる乙とであり，ことではそれらに言及することなくナオサリに於けるパラシ

ュヌームについて詳述する。

パラシュヌームは身体を浄める儀礼である。聖火殿l乙付設しているパラシュ

ヌームのための場所（Barasnom-gah，約15～20m四方。図参照）に於いて，昼

間に，しかも主として乾季に行なわれる。パラシュヌームを経ている祭司二人

が一組となって依頼人に対して乙の儀礼を取り行なって行く。アグェスタの中

ではとの儀礼は何らかの意味で死体（Nasu,Nasa）に接触した人に義務づけ

られていた。死体と直接に接触した人，死体と直接に，しかし意識的でなく偶

然に接触した人，また死体と直接に接触した人と接触した人，云わば死体と間
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接的に接触した人がその結果生じた不浄から身体を浄めるために行なうべきも

のであった。ナオサリでは死体運撮人（Nasasalar）が職業としての死体運搬

を退職する時，あるいは長期にわたってその職業を中断する場合に行なう。祭

司は祭司そのものの資格を得る際の必須の事としてとれを行ない，祭司の資格

を与えられた後も特定の重要な儀礼（例えばヤスr：ヴェンディダーヤ等の儀

礼）を司る条件としてこの儀礼を義務づけられている。平信徒はかつては入信

式（Navjot）時にとの儀礼を経たと云われているが今日ではその形式によって

行なわれてはいなt；；とれについてはナオサリにおけるパラジュヌームの儀礼

の過程を記述した後に言及して行く。こ乙ではパラジュヌームの本来の目的は

死や死体から生じる不浄を忌避し，その不浄から身体を清浄に保つという点lζ

存した乙とを確認するととで足りるであろう。ナオサリに於て行なわれている

パラシュヌームの儀礼の内容は以下の如くである。

ノぜラシユヌ一ムとク一ブ（Xub）を経たニ人の祭司が聖なる牛の尿（NI悶

ngdin)8；聖なる水（互~1）：聖な火の灰（Bhasaヰ）：水さし 2 杯の水’金属製
の器（Karasyδ）2つ，ザ、クロの木の葉， 9つの節を持つ棒（Navgar；一方に

は端lζスプーンが結びつけられ，他方には端にクギが結びつけられている） 2 

杭パラシュヌーム・ガーに運びパーウィ（Pa.viW)）の中に置く。祭司は身

体を浄め（padyabkusti），白い布（padan）で口許を被う。一人の祭司が金

属製の容器を浄め，その中lζ聖なる牛の尿と聖なる火の灰を少量入れる。更に

水さしを浄め，その中lζ聖なる水を 2, 3滴注ぐ。聖なる水が水さしの中の水

をも聖なるものにする。これを終えると祭司はパーウィ Vで祈り（Asem

Vohi））を唱え，聖なる水で身体を浄める。脱衣し，ターバン，口を被う白い

布を取り去り， 3つの石群（U）の上に置いた後，石の上で聖なる水によって

身体を浄める。脱がれた服の上にも聖なる水が 2, 3滴ふりかけられる。引き

続き祈り（Kustiの祈り）を唱えつ h，服，ターパン，口を被う白い布を身に

つける。祭司は 3つの石群（U）に行き， 9つの節を持つ棒（端lζ金属製のク

ギが結びつけてある）を石の上lζ置き東に向って立つ。一定の様式に従って祈

り（Asem Vohu, Ya8a Ahu V，必r;2~ ， Bajプ Sa雨 B~j）を唱えた後lζ ，
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（写真1)

ナオサリのパラシュヌーム・ガー。石が三 ・五 ・三 ・五と交互に並べてある。

最も東寄りに大きな石が一個加えられてい忍。

（写真2)

パラシュヌームIC/Jjてくる犬と祭司。
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バラシュヌーム・ガー (Barasnom-g孟h）の略図
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Asemという言葉を大きな声で一度，小さな声で一度発し，図中Bから棒でカ

シャ（Kasa；線や浅い講を画し他と異なる空間を形成するとtJを画く。 Ya0a

Ahu Vairyoの祈りを唱えながら， (ll B-A-D-C、（2)R-S-T-Q、

(3) J-KーL-1、（4)F-G-H-E, (5) Nー0-P-Mの順序に画し，最後に祈

り（SarasBaj)を行なう。

パラシュヌームを受ける人（以下，依頼人と呼ぶ）は身体を浄め，清潔な服を

着てパーウィ CIζ用意された敷物の上lと座る。祈り（Baj)を唱え，ぎくろ

の木の葉を象徴的に食し，聖なる牛の尿を少量飲むと，ざん悔の祈り（Patet)

を行なう。その後面び祈り（Bajと AsemVoh包）を唱える。祭司はパーウ

ィ V に引き下がり，もう一人の祭司は犬を連れてパーウィ X l乙控える。依

頼人は「私は乙の儀礼を善思（humata），善言（huxta），善行（hvarsta）を

以て行ない，パラシュヌームの恩恵が身体l乙及ぶように，と願いつっとれを行

ないますJと述べ，脱衣し右手で頭部を，左手で局部を覆って石群（1)1ζ行き，

しゃがむ。依頼人がカシャの中に入ったので祭司はパーウィ Vから出て，右

手にスプーン付きの棒，左手lζクギ付きの棒を持ち，依頼人の入っているカシ

ャの外から右手に持った棒を差し出し，依頼人の左手でスプーンの部分だけに

触れさせる。次l乙頭部を覆っていた依頼人の右手の上に棒を置き，依頼人は自

らの左手をスプーンの上に置く。祭司は祈り（AsemVohu, Saras Baj)を

唱え， Asemという言葉を発して棒を依頼人の両手の聞から抜き取ると，パー

ウィ V l乙引き返し，聖なる牛の尿を取り，依頼人l乙スプーンで少量ふりかけ

た後，その手にも注ぐ。依頼人はそれを身体全部iζ乙すりつける。乙の過程は

第ーの石群（1）から第六の石群（6）まで各々 3度ずつ繰り返えされる。それぞれの

石群に於て犬が祭司によって依頼人の近くに連れて来られ，依頼人は左手で犬

の左耳に触れる。第七の石群（7）では聖なる牛の尿を3度用いる代わりに砂を用

いて18回身体を浄める。第八（8），第九（9），第十聞の石群においては聖なる水を

使用し 3度身体を浄める。その他の儀礼の過程は同じであるぷ？第九の石群と

第十の石群では聖なる水で 3度身体を浄める行為そのものがそれぞれ2回， 3

固と繰り返えされねばならない。従って犬を依頼人の近くに連れて来る。乙れ
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までの儀礼を終えると，祭司は依頼人の着る服に聖なる水を少量落し，更に依

頼人の左手（最後に犬に触れた左手）に注ぎパーウィ V Iζ引き返えす。依

頼人は服を着て，聖なる級（kusti）を肩lζ掛け，その上からゆるやかな服

(Jamめを身につけ，その右側のスカートの部分を左手で右肩に投げかける。

祭司はパーウィ Vから 2本の棒を持って近寄り，スプーン付きの俸の方を依

頼人の左手lζ当てると依頼人はその上に自分の右手を重ね，祈る（Baj)。その

後，祭司の指示によって「不浄は浄められた，体全部が浄められた」， 「魂は

浄められた，犬は聖なり，祭司は聖なり」という言葉をそれぞれ3度ずつ繰り

返えす。最後に棒が肩から離され，祭司が祈る（Nir如 g-i kusti）。乙れで

パラシュヌームの儀礼そのものは終了する。

依頼人はパラシュヌームの儀礼を終えた後，更に 9日間は世俗生活に復帰で

きない。パラシュヌーム・ガーに閉じこもり，何人とも接触しではならない。

食物は他人に給仕してもらい，食事中は特別の衣服と手袋を着用し，スプーン

で食べる。食事は昼間に行ない，一自に最低 5回（Gahの時），祈らねばな

らない。木製の椅子，寝床は汚れを伝染させ易いので使用が禁止され， 7.kは飲

水を除いては使用されない。 4日自に依頼人は身体を浄める。 3つの石群を3

つのカシャで囲み，その中l乙東lζ面して座る。パラシュヌームを終えた祭司が

聖なる牛の尿と聖なる水を運び，パーウィを画してその中に置く。依頼人は右

手を頭部に置き祈りを唱え（Sar出 Bajと Kemna Mazda）聖なる牛の尿を

身体全部にこすりつける。依頼人の着る服には聖なる水が少量注がれ，依頼人

も身体を浄める。服を身につけ，聖なる紐を肩l乙掛けたまま太陽に向って祈り

(Bai)，そして聖なる紐を腰に結ぶ。との浄めの儀礼（Navsu）はパラシュ

ヌームを朝に始めていたならば4日目の朝lζ，午後lζ始めていた場合には 4日

目の午後に行なわねばならない。乙の浄めの儀礼を終えると依頼人は再びパラ

シューム・ガーに戻り 7日目， 10日自に第二，第三の浄めの儀礼を行なう。儀

礼の過程は同じであるが， 2国自には聖なる水を水さし 2杯， 3回自には水さ

し3杯が与えられる。

このパラシュヌームの儀礼はゾロアスター教においては古い時代のものであ
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り，ヴイデーヴダードの中心を占める要素の一つである。また，ゾロアスター

教徒の保持している清浄儀礼の中で最も質の高いものである。その本来の目的

は死によって結果する不浄を忌避する乙とであった。直接的であれ間接的であ

れ，意識的であれ偶然にであれ，死から結果する不浄に触れる乙とは遠ざけね

ばならなかった。死体は不浄の主体であり，その不浄は伝染する。従ってその

不浄は一定の儀礼を通して浄められる必要がある。そのために特定の場所が選

択され，浄める力を有する人によって9日聞にわたって清浄儀礼が行なわれ

る。特定の場所においては，パーウィやカシャが闘され，不浄なものと浄なる

ものを隔絶する。不浄を浄めようとする人はアヴェスタの祈りを唱え，聖なる

牛の尿，聖なる水で身体を繰り返えし浄める。聖なる牛の尿には不浄を浄める

力が含まれると考えられている。ナオサリにおいては葬送の場面ではζの尿で

死体を洗い，死体運搬入及び葬列に加わった人は手，足，顔を洗う。死体が家

から鳥葬の塔lζ運ばれる時には死体の置いてあった場所，死体の運ばれる道i乙

尿を少量ふりまく。ナーン（niihn）と呼ばれる清浄儀礼では乙の尿は聖なる火

の灰を混ぜて飯まれさえする。ナーンは入信式，婚姻，出産，死者の霊魂の供

養等の場面で義務づけられている儀礼である。乙の儀礼は祭司が司るが，祭司

はパラジュヌームとクープを終えていなければならないとと，聖なる牛の尿と

聖なる水と聖なる火の灰で身体を浄めるとと，ザクロの木の葉を食するとと，

神に罪を告白する乙と（patet）などパラシュヌームと重なる部分が多い。さ

て聖なる牛は白い牛である。白以外の色が混じると聖度が落ちると信じられて

いる。白は不浄から最も遠い色だと言われている。死体悪魔にさらされている

葬送においては死体は白い服で被われるべきだし，葬列に加わる人は全て白い

服を身につける。祭司の服も白である。入信式以来身につけるべきとされる聖

なるシャツ（sudra）と聖なる紐（kusti）も白である。聖火殿に付設されてい

る井戸の水も段階を追って聖なるものにされ，聖なる火の灰と同様に浄める力

があるとされる。犬は視るととで不浄を弱め，追い払う力を持っと信じられて

いる。死体悪魔につかれないために死体は犬に見せられねばならないし，葬列

を犬が導くのも死体から生じる不浄を追い払うためである。従って犬が死ぬと
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犬が不浄を浄める力を持つがためにそれだけ激しく強く死体悪魔がつくと考え

られている。正しく，信仰深くそれ故に清浄を不断に維持して生きる人（asavan)

が死んだ時と同じくらい強く死体悪魔がつくと言われている。

このようにゾロアスター教において特徴的な聖なる牛，聖なる火の灰，犬，

ザクロ等のジンボJレを含みつつ，パラジュヌームの儀礼は死体から結果する不

浄を忌避し，またその不浄から身体を清浄に保つζ とを目的とするものであっ

た。ナオサリにおいて死体運搬入がこの儀礼を行なうととは乙のような思考様

式の上に立っている。しかし一方では死体運搬入に関してはパラシュヌーム

の代わりにリマンと呼ばれる儀礼を行なう場合が多くなって来ている事実があ

る。リマンの儀礼はパーウィとカシャの様式においてパラシュヌームと若干異

なりが見られるが，祭司はパラシュヌーム，クープを経ていなければならない

ζ と，聖なる牛の尿，聖なる水，聖なる火の灰，ザクロの木の葉， 9つの節を

もっ棒が使用されるととについてはパラシュヌームと同じである。そして，リ

マンの儀礼が死体から生じる不浄に接触した人l乙対して行なわれるべきものへ

と適用されようになるにつれて，ナオサリにおいてはパラシュヌームの内容が

変化した。換言すれば，パラシュヌームの捉え方がパラシュヌーム本来の目的

とすると乙ろと異なってきた乙とを意味する。つまり祭司を職業としうる資格

を得るために，更に祭司を職業とした後も特定の儀礼（paw-mahal）などを司

るのに不可欠の条件として乙のパラシュヌームを行なうようになった ζ とと，

平信徒が祭司に依頼して生きている人のためにあるいは死んだ人のために乙れ

を行なってもらうようになったことである。先lζ述べたようにパラジュヌーム

の行なわれる場所はカシャやパーウィで画され他の空間と区別され，その範囲

内で儀礼に用いられる用具も浄なるもの（pav)Iとされる。そのような場所で

清浄な道具を用いてパラジュヌームを司る祭司もまた清浄でなければならな

い。ヤスナ，ヴェンディダード，パージ等の聖火殿内で行なわれる儀礼を司る

祭司はヨーズダートレガー（Yδzda8rag~r, 'purifier’〉と呼ばれ，「清浄なも

のの中で最も清浄」 (pak-i pak，‘cleanest of the clean＇）と考えられてい

る。従って祭司には死体悪魔は最も激しくっとうとする（Videvdadv.n. II) 
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さもないと清浄である祭司を不浄ならしめるととが不可能であるからである。

清浄を保つ祭司の身体に傷があるのは望ましくない。傷は「アンラ・マイニュ

(AI)ra Mainyu）によって付けられた印」であるからである。それ故に祭司が

イニシエーション（注（11）参照）を受ける際には身体の傷について審査を経

なければならない。祭司は清浄でないものと対決し，乙れを克服していく人で

ある。祭司がクラフストラガーン（Xrafstragan，注目fstra-killer’； Mary

Boyce, P. 298）と称される理由である。 xrafstraはアンラ・マイニュの創

造した憎むべき害虫の乙とであり，サソリ，フクログモ，トカゲ，へビ，アリ

などがこれに含まれる。クラフストラを殺すことはアンラ・マイニュの創造を

統御するととであり，従ってそれはアフラ・マズダの善き創造を保護し，それ

を増大させることであり極めて有徳の行為であると信じられている。

ゾロアスター教徒にとって第ーに重要なζ とは身体的lζ，物理的lζ清浄であ

ることである。身体，祭具を外部から浄める手段として聖なる牛の尿，聖なる

火の灰，聖なる水，犬が用いられ，内部から浄める方法として聖なる牛の尿，

聖なる火の灰を飲み，ザクロの木の葉を食し，罪の告白（patet）を行なうので

ある。しかも乙れらのζ とが儀礼的lζ行なわれるときは，即ち全てのものが清

浄（pav）にされるときは「アフラマズダの喜びのために何snao8raahurahe 
0 

mazda）」と唱えられた後lζアシェム・ヴオフーの祈り（asaを最も善きこと

として讃える祈り，注回）参照）が続く。清浄であることはアフラ・マズダとの

関係において神聖さを，アシヤとの関連においては宇宙的秩序体系への一致を

打ち立てる。ヤスナ48. 5，ヴイデーブダード 5. 21 ; 10. 18！乙規定されてい

るように，ゾロアスター教徒にとって「生まれて以来人聞にとって最も大切な

ことは清浄（Yaozda－）であるとと」とな名。赤不浄の中にある婦女子は祈

る乙とができない（zan-ibI-namaz‘a woman without prayer’）し，聖火

殿の中 lζ入るととも許されず，もちろん火を視ることも禁示される。死体運

搬入も同様である。かれらは死体通搬入同志で通婚するのが原則とされてい

る。

アンラ・マイニュはアフラ・マズダの善き創造lζ対し，悪しき創造をもって
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対抗した。 （ヴイデープダードI)との世lζ存する病，悪臭，腐敗，災害等は

アンラ・マイニュlζ属するものであるので，乙れらは遠ざけておかねばならな

い。そうするためにはアフラ・マズダの善き創造である空・水・大地・火・植

物・動物（牛・犬・ニワトリなど）をも不浄ならしめず清浄に保っととが必要

である。アンラ・マイニュによる不浄はいろいろな形で現実に存在しているの

で，ゾロアスター教徒はそれらの不浄に接する乙となしに生きていることはで

きない。だから ζそ不断に身体をアンラ・マイニュの生み出す不浄から遠ざけ

清浄に保つ一方，空・水・大地・火・植物・動物をも清浄に保つ乙とは極めて

重要である。不浄なものから不断iζ浄なるものを取り出す態度，そしてそのた

めの犠礼がゾロアスター教において中心的な位置を占めている事実は一つには

神話的かっ二元的な思考様式の上に乙そ成り立ちうるとも考えられる。ナオサ

リにおいてゾロアスター教徒がパラシュヌームを祭司に依頼して行なってもら

おうとするのはζの視点との関連で考察されるべきであろう。ゾロアスター教

徒は祭司のもとへ行きパラシュヌームを記録する台帳に①パラシュヌームを行

なう祭司の名前，②パラジュヌームを始める月（mah），日（rδj),Rパラシェ

ヌームが捧げられる故人の名前，④パラシュヌームが捧げられる人の名前，⑤

パラジュヌームを祭司lζ依頼した本人の名前，＠ゲティ・カリド（Geti-xarid)

の儀礼を行なうか否か，⑦パラシュヌームを祭司lζ依頼した人の姓字，⑥パラ

シュヌームを祭司に依頼した人の familypriestの名前，を記入しパラシュヌ

ームを自分の代わりに祭司に行なってもらう。とこで注目すべきことは，乙

のパラシュヌームが故人そして生きている人に捧げて行なわれる点であり，ま

たゲティ・カリドの儀礼の目的とするととろは，乙の世における諸々の罪や悪

からの購いを求めている点である。パラシュヌームという清浄儀礼を祭司に行

なってもらう乙とを適して死者，あるいは生きている者が乙の世において接触

せざるを得なかった不浄を取り除き，そうすることを通して自らをも含めて不

浄なものから救われたいとする態度である。乙とにおいてパラジュヌームがそ

の本来の目的である死や死体から結果する不浄を浄める手段としての儀礼のみ

にとどまらず，パラジュヌームを祭司iζ行なってもらう行為自体に価値が置か
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れるようになってきている。不浄なものから絶えず浄なるものを取り出そうと

する生活態度への価値づけの一面である。

ゾロアスター教の聖なる火は聖火殿内の聖火壇に保たれ，そのまわりはパー

ウィで固まれている。との火l乙対しては接触の禁止があり赤不浄の中にある婦

女子は聖火殿内に入れないし，死体運搬入もパラシュヌームを経てからでない

と入ることを許されない。パラシュヌームを終えた祭司のみがとの火に香木を

加えるために接近できる。しかしその際も口許を白い布で被い，息や唾がかか

らないようにし，手lとは白布か白い手袋をして杓を用いなければならなし、。香

木を加える時刻はガーと呼ばれるゾロアスター教の時間単位に沿ってなされ

る。一方，火へは積極的に供物がなされるべきだし，それに対して祈りが唱え

られる対象でもある。祈りの場面では火は「アフラマズダの子」として人格化

されて呼びかけられている。このように消極的な意味での禁止と積極的な意味

での供物，祈りを通して火は他のものと区別されている。

そのような存在である火の世話をする祭司が経なければならないパラシュヌ

ームの儀礼は，ゾロアスター教において最も複雑で最も質の高い清浄儀礼であ

る。従ってとの儀礼を不断lζ繰り返えしている祭司は最も不浄から遠い存在で

あると考えられている。このような祭司のみが聖なる火lζ接近することができ

る。身体を外部から聖なる牛の尿，聖なる火の灰，聖なる水，犬を手段として

浄め，内部からは聖なる牛の尿と聖なる火の灰を飲み，ザクロの木の葉を食

し，罪の告白を神に対して行なうととを通して浄めた祭司が二人で火に香木を

加え，絶やすことなく燃やし続けている。火に接近するためにはこのような意

味で最も高い清浄を外面的にも内面的にも保っている乙とが条件となってい

る。既に述べたように，パラジュヌームは死や死体から結果し，伝染する不浄

を取り除く儀礼であったが，ナオサリにおいてはその本来の目的以外に最も高

い清浄を得る目的のために祭司によって，あるいは祭司以外のゾロアスター教

徒が祭司に依頼して行なわれるようになってきている。しかもそこには死者の

供養のためにという視点と，乙の世における諸々の罪や悪への臆いがゲティ・

カリドの儀礼を通して意図されていた。ここに不断に不浄から浄を取り出し，
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清浄を保つことへの価値つ、けの一面が神話的かっ二元的思考様式を背景にして

存在していると考えられるのである。乙のような方向からゾロアスターにおけ

る「生まれて以来人聞にとって最も大切なととは清浄（Yaozda－）である ζ

と」の意味について更に検討を進めていかねばならない。

注

(1) ゾロアスター教に於て全ての善きものの内に存在し，そのものを生長せしめる精

神的実体である。乙れについては宗教研究257,pp. 93～94で言及した。

12）聖火殿内の特定の場所（Urwisgah）で行なわれるゾロアスター教における重要

な儀礼（Pawmahel）の一つである。聖なる火（Dadgah）を前iとして，金属製の

容器一式（alat），聖なる水，ざくろ，ハオマ（Haoma），聖なるパン（Dron),

聖なる牛の毛（Varasjoji）を用いて行なう儀礼であるが，その中心はハマオをつ

ぶして飲む行為にある。

(3）墜には剣が掛けられ，隅には小さな鐘が吊され聖なる火lζガーの始め毎に香木を

加える儀礼の過程に於て祭司の一人が，悪思（dusmata），悪言（duzhuxta），悪

行（duzvarsta）と発しながら 3回ずつ9固ならす。

(4) ゾロアスター教に於ける清浄儀礼の中で最も簡単なものであり，それ故IC最も日

常的IC行なわれている儀礼である。これについては哲学年報第42輯pp.47-48で言

及した。

(5）香木としてはビャクタン，シタン，パワJレ等の常緑喬木を乾燥して使用する。乙

れを聖なる火に与える儀礼IC関しては宗教研究257,pp.97～99IC於て言及した。

(6) Av. gav, Pahl. gaw iζ相当し一般には牛を意味する。

(7) B. N Dhabhar, The Persian Rivayats of Hormazar Framarz, Bombay 

1932の pp.69～71を参照。「人の死後4日目の夜明け方に gospandの肉が瓦飽き

Bahram k必ず捧げられねばならない。そうすれば火の栄光（AdarXoreh）が

とinvatの橋の一端に於て（死者の魂の前に）輝き，その魂に対する裁き（affairs)

は容易に行なわれるであろう。」 (p. 70) 「…もし gospandの肉が供犠されるな

らば，瓦tasBahram Iとzurとして捧げられるならば，魂はとinvatの橋を幸iζ

渡り，火の栄光と他の Amsaspandsは魂を援助し……。」 (p. 77) 

(8) とれに関しては西日本宗教学雑誌、第六号pp.33～38，哲学年報第42輯 pp.34～36,

宗教研究257PP.84・～88を参照。

(9）パンタークは小さいもので10世帯，大きいもので100～・200世帯にいたる。聖火殿

は約10～15のパンタークの上IC成立している。パンタークは本来は一群の祭司が宗

教儀礼を行ない得る権利を主張する地理的範囲を意味した。宗教研究257PP.100～
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101，注U鯵照。

聞との祝祭については宗教研究257PP,92～94に於いて言及した。

凶ゾロアスター教に於ては祭司は世襲制で男子が継承して行く。祭司になり得る資

格は5世代以内IC限定される。即ち祭司Aの息子B，孫C，曾孫Dは祭司を職業と

しなくてもDの息子Eは本人の希望次第で祭司になれる。祭司になるにはそのため

のイニシエージョンを受けねばならない。パラジュヌームを2閲〔1回目は自分自

身の身体を浄めるために（tan-pak), 2回目は自分以外の人のために（Niyat)

行なう〕済ませると，祭司二人（既にパラシュヌームを終えている〉が6日間ヤス

ナの儀礼を行なう（Gewra）。 ζ の問中，祭司の資格を得ょうとしている人は一自

に5回，ガー毎IC祈り，非ゾロアスター教徒との接触を避ける。 6日自に白い服

(Jama）と白いターバンを身につけ，左手にショール，右手に矛（gurz，牛の頭

蔀を小さく型どって40～50仰の棒に付けたもの）を携える。祭司長，祭司，親戚と

共に朝に聖火殿まで行列を組む。聖火殿の中で（Yazasna-gah），ヤスナの儀礼が

行なわれる。祭司になろうとしている人は脱衣し，身体を浄める（padyabkusti) , 

白い布（padan）で口許を覆うと，集まった祭司と親戚（Anjuman）の面前で祭

司になるだけの資質があるかどうかが審査され可否が決定される。そ乙で容認が得

られるとヤスナの儀礼を祭司の助手として司る義務がある。午後に Baj，食後lζ

瓦fringl:lnを行なう。乙れを4日間繰り返えすと Herbadの資格を得る。乙の儀

礼を Navarと呼ぶが，乙れを終えた人が更にパラジュヌームを終え，クープを経

てヤスナ，ヴェンディダードの儀礼を二日にわたって行なうと Martabの儀礼を

終了した乙とになる。従ってゾロアスター教に於ける全ての儀礼を司るζ とが可能

である。

問ヴイデーヴダードの場合は植物は少なししかも人や家畜の足を踏み入れない乾

燥した清潔な場所ll:於て9つの穴（maga）を設け，浄めの儀礼を行ない得る人に

依頼して行なわれねばならない，とする。浄めの方法は死体への接触の仕方によっ

て異なり，手段としては牛の尿，水を用いる。今日のパラジュヌームとの相違は場

所，穴，手段について存在する。

側ゾロアスター教に於て Nasaは死あるいは死体に関する観念で，死や死体によっ

て結果する不浄，汚れとの連関で捉えられている。ゾロアスター教徒はとれを (1) 

hixra （乾いた Nasu）と（2)Nasu （湿った Nasu）に分類し， hixraには切り取

られた髪，爪，死体から得られた骨が含まれ， Nasuには血，唾，膿汁，死体が含

まれる。

側聖火殿内の特定の場所（Urw'is固めで行なわれるゾロアスター教に於ける重要

な儀礼（Pawmahel）の一つである。聖なる火（Dadgah）を前にして，金属製

の容器一式（alat），聖なる7.1<，ザクロ，ハオマ（Hom），聖なるパン（DrOn),
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聖なる牛の毛（Varasyoji）を用いて行なう儀礼であるが中心はハオマをつぶして

欽む行為である。

闘 との儀礼は全ての悪の精神，不浄に導くカ，精神的なもの物質的なものを腐敗さ

せるカIC対抗するととを中心とするものである。パラシュヌームを終え，クープを

経た祭司二人によって悪の力が強くなる真夜中に聖火殿内で行なわれる。

(16) B. N Dhabharの HormazyarFramarz pp, 388-389 rとは産後の婦女子， 14

才と 3ヶ月を迎えた男女がパラシュヌームを受けるべきととへの言及がある。

間 クープには（大）クープと小クープがある。 （大）クープはパラシュヌームを終

えた直後（10日目あるいは11日自に） mino navarのためにヤスナの儀礼を行な

うもので，との儀礼においてそれを司った方の祭司（zoti)が（大）クープの‘amal

を得る。との‘amalは「聖なる力」であり，その威力はガーに従って数えて3日

間続く。一方 panj-tay（あるいは panc-tai)のパージを終えると小クープの

‘amalを得る。との‘amalの威力はガーに従って一日間である。

日目 ゾロアスター教の聖火殿ICは，乙れに付設された特定の場所でワラスヨジ（va-

rasyojiゾロアスター教徒はっiという接尾辞を付してとの牛を人格化している〕

と呼ばれる白い雄牛を飼っている。乙の中の尿は gomezと呼ばれるが，乙の尿

が一定の儀礼を経て聖別されると nirangと称される。パラシュヌームを終えた

二人の祭司がクーブを経てゲウラ（gewra, 6日関連続してヤスナの儀礼を行なう

乙と）の儀礼を済まし，祈り（Baj)を唱え，聖なるパン（Dron）を食し（ham-

kalam），金属製の水さし 2っと金属製の輪（varasniviti, varasyojiの毛が輸

に巻きつけてある）をパーウlとする。尿を取る作業は日没前に終了しなければなら

ない。 varasyojiとその他の牛から集められた尿が一つの容器に保たれている。と

の容器を前にして午後ICヤスナ，真夜中ICヴェンディダードの儀礼を行なうと尿は

聖別される。

ω） ゾロアスター教においては対象が先ず聖なる火の灰で洗われるとそれは safIC 

なる。次IC対象を3度聖火殿内の井戸の水でl)tうとそれは paklとなる。パーウィ

の中i乙保たれている対象を pakになった容器で3度水洗いをし pakICし，更に

3度水洗いしたととろで pavになる。 pavlとされたものに保たれている水が聖な

る水である。

側パラシュヌームを終えクープを経た祭司二人が真夜中から夜明けまでの閲 CUsa-

hin gah）に聖なる火の前に行く。金属製の盆（xumuci)金属製の杓（camac)

2つ，白いリネン一片をパーウ（pav）にする。即ち， 「アフラ・マズダの喜びの

ために」と唱え， AsemVohi.iを一度唱えて水洗いを3度繰り返えす。祭司は二

人の聞に紐（paiwand）を保ち，アフラ・マズダを讃えて（xsnuman）パージ

(Baj)を唱える。そして Asemという言葉を発し，更に低い芦でそれを繰り返



108 

えす。祭司の一人が手袋（dastaneh）をつけ杓によって聖なる火の灰を取り，盆

の上IC置く。手袋を耳元り，手を洗い，両手をパーウにする。そして両手を火で乾か

し灰をリネγIC通す。乙うして得られた灰は予めパーウにされた入れ物におさめら

れる。リネンIC残った灰は聖なる火 λta量Dadgahの灰IC混ぜられる。祭司は白

い布を3つに折り，入れ物にかぶせ紐で3度巻き 2回結び，パーウiとされた場所に

保つ。

凶）パーウィは浄なるものをその範囲内に保つために，また不浄なものをその中i乙保

つために画される。パーウ（注19参照）にされた祭具 Ca.lat）を保つ場所であり，

翠なる火も絶えずパーウィに固まれている。裂なる牛から尿を取るとき牛は乙れに

よって固まれる。ゾロアスター教の中で最も重要と考えられている宗教儀礼（Paw”

mahal）はこの中でのみ行ない得る。そ乙でパーウィの中へはパラジュヌームを

経た祭司だけが入る乙とを許される。その他の人が如何なる理由からであれパーウ

ィに入るとパーウィはその機能を失なう。他方パーウィは死体を置く場所でもあ

り，死体に接触して汚れたとされる人を囲むために画される。

幽アフナワル（Ahunavar)IC次いで重要な祈りである。との祈りはアジャ Casa)

を讃える祈りである。 「アジャは善きもの，アシャは最も善きもの」と讃える。

Mary Boyce (p. 27）は‘cosmicorder，‘order of sacrifice' 'social order' 

‘moral order，を含む order（秩序体系）と解釈している。とのアシャへの欠くべ

からざる一致を讃える祈りである。

聞 この祈りは AhunaVairya，あるいは Ahunvarとしても知られ，最も古く最

も重要な祈りとされている。ゾロアスター教徒として最初に身につけるべき祈りで

ある。この祈りには乙れを唱えるものを悪から護るような力が含まれると考えられ

ている。

凶パージは（1）故人の年忌を杷るとと，（2）供物類（聖なるパン， 7J<，乳製品，ザクロ，

卵） . (3）宗教儀礼において発せられる押し殺したような芦，（4）パージの儀礼を意味

する。

間サローシュは人と神をつなぐ存在で昼夜人の魂を守るが特IC夜iとその保護は強ま

る。サロージュへの祈りが主IC夜に唱えられる所以である。サローシュは悪魔

(Dev）や虚偽（Druj)から人を守る。 4日目の明け方lζ死者の魂はチンワットの

橋に赴き，裁きを受ける。その閑サロージュは死者の魂を守る。乙のようなサロー

ジュへの祈りである。

関） カジャは不浄なものをその中に保つために，また浄なるものをその内に保つため

IC画する。従ってカシャは死体を囲む場合と清浄儀礼の場合IC用いられる。カシャ

を描く代わりに砂を盛って囲みその砂の上IC指で小さく浅く講を作っても良い。

間パテトは死んだ人のために祭司が行なう場合の他IC，死体を烏葬の塔IC葬った直
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後，死後3日間ガーの始め毎i乙サローシュの喜びのために4日目の朝の Uthamna

の儀礼において，入信式のとき，清浄儀礼（Nahn）においてザクロを食べ聖なる

牛の尿を飲んだ後lζ行なう。

闘祈りの内容が異なる。第1の石群から第6の石群までは各石群に於て kam-na

Mazdaが一度ずつ唱えられ，第7，第Bの石群では Ahunvar,YeIJhe ha.tam 

と k百m-naMazdaが一度唱えられ，第9第10の石群では 3度くり返えされる。

kam-na Mazda 「おお，マズダ，邪悪なもの（dr.igvant－〕が悪を及ぼそうとし

て我を捕えようとする時Ir，汝は汝の火と善思の他IC誰れを我のための守護IC，即

ちその守護の営為によって正義が実現されるようなそのような守護になしたもう

た。おお，アフラ，との教えを私の良心（da邑na－）に対して宣言したまうや。」

YeIJhe ha.tam「生けるものの中でアジャに従って祈る対象としてより優れている

のは何かをアフラ・マズダは知っておわします。それ故にそれらのものに対して我

は々祈る。」 (Mary Boyce, p. 262；伊藤義教 p.81参照）

聞 ゾロアスター教の宗教儀礼では世俗の時閥単位とは異なる時間単位ガーを用いる

ので，儀礼を開始したガーをもってその儀礼によって得られる効果を数える。




